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　ます遅々どうもL天文1といふものが一般祉會相へ浸入して行く・今年は今までに既

に四つばかりも來年の日記の編輯者から1935年度の天文現象に關する記事の相談を受

けた・それで，實は1935年度の天露命は既に正933年の秋の頃から吾々の手に入b，詳

細なことが分ってるるのであるがi今までの習慣により本誌では毎年一月號に將來｝

ケ年間の天Jtk現象の豫報を附錐として登表することにしてみたのだが、之れでは何だ

か少し形式に囚はれ過ぎてみるやうであるし，むしろ一般の讃者の中には，L一刀脇「

を待たないで」一刻も早く此うした豫報が知りたい希望の人も多いのだろうと思ふか

ら，今後は，天文暦の手に入り次第眩れを換算登表して，讃者の便宜を圖りたいと思

ひ，早速，今月號に1935年度のものを載せることとした．

　今年の春以來，花甲天文馨では一般の墨前人を受け入れることにしたので，夏も冬

も夜も書も賑ってみる・5．，われらの倉敷天文毫も，時勢をリ｝ドするため・内容外

観をウンと登展せしめることにし’r：　・．二二たちは毎年一度ぐらゐは必ず倉敷を訪ねて

貰ひたい・山本塁長も今後は毎万一度ぐらゐ倉敷で塁員を實地指導し，叉，研究観測

を行はれる筈である・

　春以來，本誌の観測部外は可なり著しい攣化を見せてみることに御氣付きの人が多

かろうと思ふ・そして，既に公告した通め，今まで観測欄にシカツメらしく頑張って

みた数表や報告は多く花山ブレテンの方へ移された．此の花山ブレテンは今日約400

部つつ全世界の天文塁へ迭られてあるから，マジメな，債直の高い研究結果は最も有

効に三界へ乗り出しつSある・讃者諸氏も必ず此の新しい形式の國際天丈雑誌を常に

讃んで貰ひたい．親切な日本文が付いてあるから，誰も皆，日刊新聞と同様に噛める．

　編輯部では目下1935年度の年鑑と，日記とを作製中・（の


